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この度、「神戸日西協会」設立３５周年事業として「ソル・イ・ソンブラ バルセロナ展」が

バルセロナ市（スペイン）で開催された。これは本年が神戸市・バルセロナ市姉妹都市提携

２０周年の節目の年であることを記念して開催される「神戸観光写真展」との協同開催であ

り、神戸市役所訪問団とともに神戸日西協会訪問団は、同展出品者を中心にスペイン愛好者

ならびに文化愛好者で構成された。 

 

出張期間：2014 年 1 月 29 日（水）～2月 9日（日） 12 日間 

訪問先：スペイン国カタロニア州の州都バルセロナ市を中心とした地域 

    ※訪欧に際し、利用航空会社が KLM オランダ航空で乗り継ぎ空港としてアムステル

ダム・スキポール空港を利用し、神戸日西協会の訪欧団集客のためオランダ訪問

を組み入れた。 

 

訪問団：下記の１５名により構成された。（敬称略） 

神戸市関係者訪問団《２０１４年 1月２９日（水）～２月 1日（土）》 

     玉田敏郎（副市長）・大澤和士（神戸市会議長）・松田高明（国際交流推進部部長） 

     久保田綾子（国際交流推進部係長）・笈田竹志（市議会政策調査課担当係長） 

計５名 

    神戸日西協会関係者訪問団（敬称略） 

     下村俊子（神戸日西協会会長）・鈴木邦江（神戸日西協会理事）・岩倉由美（神戸

日西協会会員）・鶴巻京子（神戸日西協会会員）・永江久美子（神戸日西協会会員）、

永江堅（ご子息）・大澤直幸（文化愛好者）・佐々木冨士子（写真家） 

安村一夫（神戸日西協会事務局長）・日崎隆広（神戸日西協会事務局） 計１０名 

     

感想：【スペイン・バルセロナを中心とした報告】 

バルセロナ市を州都とするカタロニア自治州は、北はフランス国境となるピレネー山 

脈に、東から南にかけては地中海に面している。バルセロナ市は人口１６２万人（バ 

ルセロナ首都圏は人口３２４万人）の首都のマドリッドに次ぐスペイン第二の都市で、 

古代ローマ時代からの国内外の交易を中心に発展してきた。 

港湾は整備されたコンテナヤードや、地中海クルーズの発着港としても賑わいをみせ 

ているが、地中海に面した風光明媚で且つ海水もきれいな港町である。 



言語もスペイン語とこの地域の言葉「カタロニア語」を母国語とする「カタロニア人」 

の「国」で、スペインからの独立を希望する「カタロニア自治州政府」による一国で 

ある。 

恵まれた水産物と都市部を三面で囲む農業地域と先進の工業産業地域を有し、車で 3 

時間も北上するとフランスに入り、最近できたユーロ新幹線を活用すると 6 時間で 

パリに行ける、フランスの文化を多分に受けた地域である。 

計画的に区画された中心市街地の旧市街地は「ゴシック地区」と呼ばれるパリをモデ 

ルに計画された地区と近代的な建築の並ぶ洗練された新市街地とで構成される。主な 

歴史的建造物や重厚な教会建築などはゴシック地区に集中している。日本人彫刻家・ 

外尾悦郎氏が主任彫刻家を務めるアントニ・ガウディ設計によるサグラダ・ファミリ 

ア聖堂もこのゴシック地区に属する。ゴシック様式の建築の他、この地域独特の建築 

様式「カタロニア様式」の数少ない現存建築サン・パウ病院、また前述の天才建築家 

ガウディの手による様々な建築物などが、この町の文化的水準の高さと歴史的伝統を 

伝えている。 

神戸日西協会記念事業として開催された「ソル・イ・ソンブラ バルセロナ展」は、 

   １月３１日設営後夕刻より２００名ほどの招待者による開会式とオープニングセレモ 

ニーを行い、翌２月１日より５日までの５日間の一般公開が始まった。会場は次項の 

写真にもあるバルセロナ市役所旧市庁舎の１階部分での開催である。この建物は、ゴ 

シック様式の重厚な建物で、文化財に指定されたもので、彫刻で飾られた階段を上る 

と、そこには床から天井まで素晴らしい装飾や絵画で飾られた会議室や議会室、並び 

に礼拝堂等が迎えてくれる。どこを見ても歴史と文化を感じさせる。 

開催期間中の５日で延べ２０００名を超える来場者の方に、神戸の観光写真とともに 

神戸日西協会会員の絵画や工芸作品をご覧いただけた。開催期間中何度か現場に行く 

と観覧者との話も弾む。これも本年が、歴史の中で４００年前に伊達正宗が家臣の支 

倉常長をローマに派遣した際にスペインに立ち寄ったという歴史的な交流史話と同時 

に、両国の記念の文化交流事業が多くなされていることと、バルセロナに日本人が多 

く住むことと、ユネスコの文化遺産に日本食が登録されたことにより、日本に対する 

印象は大変良かった事も来場者の数に表れている。 

また訪西会員も外尾悦郎氏によるサグラダ・ファミリア聖堂の説明や、氏の工房訪問 

など、特別な事項も加えることが出来た。また、参加者の大半がアーティストであっ 

たため、近隣エリアでのミロやダリ、ピカソをはじめとする美術館訪問や、歴史博物 

館の見学も加えたので、より印象的なスペイン訪問となったことは、事務局としても 

大変良かったと思う。 

神戸市の姉妹都市であるバルセロナ市。他の都市もそうであるだろうが、折角の姉妹 

都市という関係を、今後はお互いにフルに活用して、様々な交流に発展していっても 

らいたいと願う。 

以上 

 

【写真資料】 



《神戸日西協会 ソル・イ・ソンブラ バルセロナ展 会場風景》 
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神戸市観光写真展示              開会式テープカット 

 

 

 

 

 

 

 

 

     オープニングに集まられた人々       神戸市バルセロナ市姉妹都市 20 周年調印式 

 

（現地での配布資料） 



 

 

広報記録資料 



 

神戸日西協会 35 周年事業としての「ソル・イ・ソンブラ バルセロナ展」開催に向けて、同

事業を 下記のように神戸新聞紙面で取材掲載をいただいた。 

（掲載日 2014 年 1 月 25 日 神戸新聞朝刊） 


